
議員氏名：小笠原 陶子 

議案番号：陳情第８号 

案 件 名：子どもたちの今、将来、町の未来を守るために現行新庁舎建設事業の見直しを求める

陳情 

討論内容： 

私は、この陳情第８号に反対の立場で討論いたします。 

陳情者は、一定のご自身の価値観で毎回毎回陳情を出していらっしゃいますが、今回、この陳情

趣旨の中に、新庁舎建設をするために教育予算を削り、こどもまんなかと言いながら子どもたちに

劣悪な教育環境で我慢させ、多額の借金を背負わせ、責任を押しつけることになりますというふう

な書き方があるんですけど、私の孫は今ここの小学校に２人行っております。 

３月までは３つの学校に行っておりましたが、今２人なんですが、私は自分の孫に劣悪な教育環

境で我慢させているつもりはございません。 

町も不備なところはあったかもしれませんが、二宮町の学校は中学校が２つ、小学校が３つござ

います。子どもたちは生き生きと学校に通っております。 

将来的に、経済的に厳しい状況を背負わせるのではないかという不安はあるかもしれませんけれ

ども、そういうことを声高に言うことが本当に二宮町の子どもたちにとって幸せな状況なのかとい

うことを疑問に思います。 

そして、この陳情項目の子どもたちの教育環境やローカルナレッジを充実させる予算配分ができ

る二宮町の財政規模に見合った現行新庁舎建設事業の見直しということなんでございますが、ロー

カルナレッジを充実させるということは、別にハード面だけのことではないというふうに思ってお

りますし、今二宮町に今年、成人になる私の孫がいますけれども、別に郷土学習を学ばなくても、二

宮町の自然や豊かな人間関係の中でしっかり育っております。 

そしてまた、２番の二宮町の豪雨災害や近年の大災害に配慮した防災体制の強化となる本来の目

的にかなった現行新庁舎建設事業の見直しということでございますが、ここも私は、大災害を配慮

して１０年間積み重ねてきた現在の計画に対して、もちろん全てが完璧ではないと思いますから、

一定の見直しというのは必要かもしれませんけれども、あえてこのような陳情項目に出してまで見

直すということはいかがなものかというふうに思うわけで、今回はこの陳情を不採択の立場で討論

させていただきました。 


